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1  は  し め に

本県津軽地域における水稲中生の 5品種について,減数
分裂期前後の危険期の葉耳間長と出穂日を各 5株ずつマー

クし,出穂日別の不稔歩合と幼穂形成期以降の気象条件に

ついて検討を加えた。その結果,本地域における不稔の発

生には,幼穂形成期から危険期までの平均気温と共に危険

期の最高気温が強く関わっていることが判明したので,そ
の概要を報告する。

2試 験 方 法

調査圃場は,奨励品種決定基本調査の標肥区である。

供試した品種は「むつはまれJ,「むつかおり」,「つがる

おとめJ,「まいひめJ,「ムッニシキ」の 5品種で各 5株を

対象とした。

葉耳間長の調査は,「むつほまれ」は 7月 30日 , 8月 2

日,8月 6日 の計 3回 ,「むつかおり」,「つがるおとめJ,
「まいひめJの 3品種については8月 2日 , 8月 6日 の 2

回,「ムッニシキJについては調査しなかった。
出穂は穂別にマークし,成熟期に達したのち,穂別に収

穫し不稔歩合を調査した。

なお,調査圃場の耕種概要は,移植が5月 19日 ,施肥窒

素は基肥として成分でa当 り0 8kg,追肥として0 2kgを幼

穂形成期の 7月 20日 に施した。

3 試験結果及び考察

図 1に ,各品種の出穂日別の不稔歩合を示した。

不稔の発生は,品種の耐冷性によって異なっており,品
種間の序列は品種の耐冷性に沿っている。出穂日別にみる

といずれの品種でも出穂の早い穂で不稔歩合が高く,出穂
の晩い穂ほど不稔歩合が低くなっている傾向がみられる。

図 2は ,穂別の葉耳間長と出穂前日数との関係を示 した

ものである。

調査した 4品種の間では,大差がなく,葉耳間長 -15cロ

の時期は出穂21日前,葉耳間長 Omの時期は出穂14日 前 ,

葉耳間長+5mの時期は出穂10日前になっている。
不稔発生に及ばした低温期間はかなり長期にわたつてい

るので,二つの時期に区分してみた。前半は,幼穂形成期
から葉耳間長-15c lま での期間で,後半は葉耳間長-15cn

から+5 cmま での期間である。
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図 1 出穂日別不稔歩合

図2 葉耳間長と出穂前日数との関係

図 2か ら,前半は出穂前日数でみると出穂前33日 から出

穂前22日 に相当し,後半は出穂前21日 から出穂前10日 に相

当する。

なお,「ムッニシキJについては葉耳間長の調査は行っ

ていないが,他の 4品種と同じと仮定した。
さて,図 3は幼穂形成期から葉耳間長-15c lま での12日

間の気温等を示したものである。

この期間は,最高気温,最低気温,平均気温が並行的に

変化しており,最高,最低気温の高低が平均気温にそのま

ま反映されている。日照時間も出穂日による差がほとんど

ない。
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図 3 幼穂形成期～葉耳FHn長 -15m(出穂前33日 ～
22日 )の気温等
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図4 葉耳間長-15cm～ +5cm(出穂前21日 ～10日 )
の気温等
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図5 幼穂形成期～葉耳間長-15m(出穂前33日～
22日 )の平均気温と不稔歩合

次に図 4は葉耳間長-15cIか ら+5 cIま での12日間の気
温等を示したものである。

最高気温は出穂日が晩い日はど高めに経過しており,ま
た,逆に最低気温は出穂目が晩いほど低めに経過している。
その結果,平均気温では大差がないものの,日 較差が大
きくなっている。また,日 照時間にも大きな差がみられ ,
出穂の晩い日の日照時間が多くなっている。

さらに,図 5は幼穂形成期から葉耳間長-15cIま での平
均気温と各品種との不稔歩合との関係をみたものである。
いずれの品種も高い負の相関関係がみられ,こ の時期の

平均気温の高低が不稔発生に大きな影響を与えていること

がわかる。

図 6は葉耳間長-15cnか ら+5 cIま での最高気温と不稔

歩合との関係を示したものである。この期間は,平均気温
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図6 葉耳間長-15co～ +5cm(出穂前21日～10日 )
の最高気温と不稔歩合

と不稔歩合との間には明らかな関係は認められなかったが,

図 6に示すとおり,こ の期間の最高気温と高い負の相関関
係がみられ,こ の期間の最高気温の高低が不稔発生に大き

く関与していることが示されている。

すなわち,最低気温が低くても,日照があり最高気温が
高まると不稔発生が軽減される傾向が認められる。

以上のことから,出穂日が8月 13日から24日 の範囲で ,
出穂日の早い穂で不稔歩合が高く,出穂の晩い穂で不稔が
低かった原因としては,前歴の平均気温と穂早期の最高気
温の高低が影響しているものと推察された。
このように,不稔発生には気温の日較差の影響も大きい
と思われるので,今後障害不稔発生年次では,こ れらの知
見を定量的に把握して不稔発生予測に活かしていく必要が

ある。
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